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I 研究の目的

レクリエーション指導において、イメージの問題j(着目し

た理由は、前回の報告 1)1とみられるとおりである。すなわち、

個人が抱くイメージが、その人の行動と極めて密接な関係を

有し、一般的には、とくにマーケティングの分野でその傾向

が強くみられる。したがって、レクリエーション指導におい

ても、実施しようとする活動K対しての的確なイメージ把握

が、効果的指導Kつながるものではないかと考えられる。

乙のような観点でイメージ研究がなされたのには 1968年高

橋(和)ら 2)の行ったものがみられる。以後、鈴木町金崎4)

らの研究をあげる乙とができょう。前回報告した筆者らの研

究りは、高橋(和)らが行なった研究の追跡研究という意味

で、 「レクリエーションJという乙とばに対するイメージの

分析であった。その結果において反応語が最も多かったのが、

男女とも「遊びJおよび「楽しいJという ζ とであった。町

乙の意味すると乙ろは、"レクリエーションは遊びであり、

楽しいものである"というイメージを多くの人が抱いている

と解された。

そ乙で今回の研究の動機は、乙の「遊びJ r楽しい」とい

う乙とばに対して、どのようなイメージを抱くのかというと

とを究明しようとする乙とにある。 r遊び」に対しての概念

規定は、従来からさまざまな立場からなされているのは周知

のとおりである。 1) とくにわが国においては、遊びI[対して

は、一種の罪悪感、ひまつぶしなどネガティプな考え方が過

去においては支配的であったと言う。め現在においては、常

識的には上記のような考え方がないとも観察されるが、果た

して変化しているかどうかは明確ではない。

同様な乙とが「楽しい」ということについてもいえよう o

すなわち、楽しいという乙とばは、極く簡単に使用されてい

るが、その意味は非常に複雑といえる。楽しみは主観的な面

が強く、個人差もあり、楽しみ方もさまざまである。 M'チ

クセントミハイムは、乙の楽しさにメスを入れ、フローモデ

ルによってその構造を明らかにしようとした。町その他心理

学、生理心理学、教育学などからの「楽しさJの論説もみら

れる。!のしかしながら、乙れらは概念としての楽しさの追求

であり、現実lζ何が楽しいのかは明確ではない。

そ乙で今回の研究は、 「遊びJおよび「楽しい」というこ

とについて、イメージの側面から追究を試みることにした。

その方法としては、極く素朴ではあるが、特徴を端的I[表わ

す「自由連想法Jを採用した。

本研究の具体的な目的は次のとおりである。

① 「遊びJr楽しいJI[対する反応語の分析と、その傾

向の把握。

② 「遊びJr楽しいJ![対するイメージの構成。

E 研究の対象

本研究の対象は 198611'4月I[入学した国際基符教大学に在

籍する I年生男女学生である。表 11ζ示されるように、男子

102名、女子 201名、合計 303名となっている。

年令構成は、表 21[示した。男子は 19才を中心1[20才、 18

才、 21才の順I[構成されており、平均年令 19.5才となってい

る。また女子も 19才を中心としているが、 18才、 20才の順I[

構成されており、平均年令は 0.5才若く、 18.9才となってい

る。

表 1 対象者数

表 2 対象者年令構成

--.一一一一一一-一一ー
男(%) 女(勿) 卜合百i附

12 (11.8) 62 (30.8) 

19才 46 (45.1) 96 (47目8) 142 (46.9) 

20才 33 (32.3) 41 (20.4) 74 (24.4) 

「τττ5一一一一一一
21才 10 (9.8) 12 ( 4.0) 

22才~ 1 ( 1. 0) o ( 0.0) 1 ( 0.3) 

f'; 102 201 303 

平均年令 19.5才 18.9才

皿 研究の方法と内容

I 実施方法

前回の「レクリエーションJI[対するイメージの研究と同

様「自由連想法」を用いてイメージの測定を行なった。

1 )刺戟語楽しいJ r遊び」

2)時間 2分1m

3) 回答方法 用紙記入法

4) 制 限.反応誌を名前・形祭詞のみに指定した。

調査の実施は、 19861(二11月第 2週日lζ行なった。調査m紙

を配布した後、口頭I[て指示を与えた。はじめに、 「楽u、J

についてのイメージを記入し、休憩後、 「遊び」についての

イメージを記入させた。

2 分析の内容

1)反応語の分析

個条書きされた反応語を、第 1反応話、第 3反応読までの

2通りについて、前回筆者らが採用した高橋(和))の 5分類
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によって検討した。

<5項目の分類>

感情反応→楽しみ、愉快、明るいなどの反応語としてあら

われたもの。

叙述反応→休養、健康、遊びなど、説明的反応語をあらわ

Lたもの。

種目反応→キャンプ、卓球などの種目をあげたもの。

Jl:(E反応→111、潟、精子など活動と JtIとあるもの。

印象反応→笑い、輪、和など活動IL伴う印象反応語として

あげたもの。

2) イメージの一般傾向

表 4 r楽しい」における、 ffi3反応訴までの傾向

分瓦廼rr-ヨ干扇子下云干ヨデ
感↑青反応 57 (18.6) I 96 (J 5. 9 ) 

叙31，造反応 68 (22.1) I 108 (17.9) 

種目反応 92(30.1) I 194(32.2) 

共在反応 76 (248) I 176 (29.2) 

印象反見 13 ( 4.3) I 29 ( 4.8) 

その他 o( 0.0) I 0 ( 0.0) 

~f' I 306 I 603 

再構成されたイメージは、元のイメージ11:近いものが表わ がみられない o

されるという観点から川、反応諾の上位 5種を、第 I反応語 b) 割合をみると男女とも種目反応がトップを占める。ま

及び第 3反応語までについてまとめ、一般的傾向を把握した。 た、共在反応(友達、子供、音楽など)も多くなる。

「楽しいJというイメージのrlJには、活動そのものが大き

W 結果と考察 なウエイトを占めてくる乙と、およびその環境が楽しさに影

l 反応語の傾向分析 響力を持つ乙とと解される。

「遊びJr楽しい」における反応語を男女別iζ第 1反応語 2) r遊びJIC対する反応語分析

および第 3反応語までの二通りに分けて検討した。 r遊びJについての分類結果は表 5、表 6のとおりである。

端的なイメージを把握するには刺戟語を聞き、最も早くイ

メージした第 1反応語をみる ζ とによってできるが、より詳 表 5 r遊びJにおける、第 1反応語の傾向

しく全体像をみるため、第 3反応語までをみる乙とにした。

1) r楽しいJ11:対する反応語分析

表 3.表 4は、 「楽しいJについて 5分類によってまとめ

たものである。

第 1反応誌については、次の諸傾向がみられる。

a) 5分類の中で印象反応(笑い、元気、パラ色など)以

外については、各反応l己分散傾向が見られる。特11:集中

傾向はみられない。乙の ζ とは「楽しいJという怠味が

冒頭にも述べたよう IC、非常IL複雑な乙とをあらわして

いるということに解される。

男子 (予約 女子(%)

17 (16.7) 21 (10.4) 

叙述反応卜 13(12.3) 16 ( 8.0) 

共種在目反反応応
40 (39.2) 93 (46.3) 

32 (31.4) 
十一 一一一

67(33.3) 

印象反応 o ( 0.0) 4 ( 2.0) 

その他 o ( 0.0) 
u 201 

表 6 r遊びjにおける、第 3反応語までの傾向

芸~ 男子(%) 女子(%)

感情反応 34 (11.2) 53 ( 8.8) 

b) 男女差については、男性では叙述反応(遊び、スポー

ツ、喜びなど)がトップで約 3割応対し‘女性では種目

反応(ゲーム、おしゃべり、映画など〉が約 3害11となっ

ている。ごく一般的にいえば、 「楽しいJというイメー

ジについても男性は理屈、女性は活動そのものへの志向

特性がみられるといえよう。

「虫述反応 32 (10.6) 40 ( 6.6) 

第 3反応語までについては、次の諸傾向がみられる

a) 第 1反応語と同様に、とくに印象反応以外は集中傾向

表 3 r楽しいJにおける、第 1反応語の傾向

事悪 男子(%) 女子(%)

28 (27.4) 43(21.4) 

叙述反応 33 (32.4) 40.(19.9) 

種目反応 21 (20.6) 62 (30.8) 

共在反応 18 (17.6) 47 (23.4)) 

印象反応 2 ( 2.0) 9 ( 4.5) 

その 他 o ( 0.0) 。( 0.0) 

自十 102 201 
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種目反応 122 (40.2) 282 (46.8) 

共在反応 109 (36.0) 
215(3562O〉〉)l l 

印象反応 6 ( 2.0) 13 ( 2 

その他 。(0.0) 。(0 
ト ー一一

計 303 603 

第 l反応;告については、次の諸傾向がみられた。

a) 種目反応、次 IC共花反応認の害11合が高く、乙の 2項目

Ir集中傾向がみられる。乙の ζ とから、 「遊びj という

言葉の持つ意味合い 12) の中でも、直接的で実際的な意

味合いでとらえられ、活動やその環境のイメージが強い

乙とを示していると推測される。

b) 男女差をみると、同様の傾向を示しているが、種目反

応について女性が男性よりも高い値を示している。



茸j3反応読までについての諸傾向がみられた。 以主から次の点が特徴としてあげられる。

a) 第 1反応語と同様に、種目反応、共在反応に集中傾向 a) 第 1反応語および第 3反応語までについて男女共「遊

がみられる。「楽 LいJと同様種目反応がトップで、共 び」が第 1位であり、楽しさと遊びが合体している乙と

在反応も多くなっている。 がわかる。

b) 男女とも同様の傾向がみられる。特IC女性は種目反応 また、上げられた反応語は感情反応、叙述反応、共在

が多くなっている。 反応が多く、種目反応が少ない。乙のことは、 「楽u、」

「遊びJというイメージのなかには、 「楽しさ Jと同様IC， というイメージが活動種目と I直接結びつかないか、ある

活動そのものが大きなウエイトを占めてくる乙と、およびそ いは、活動種目が片寄らず、多岐にわたっているのでは

の環境が遊びIL影響力をもっ乙とが解される。 ないかと考えられる。

2 イメージの一般傾向 b) 第 1反応語、第 3反応語までおよび男女別をみても、

反応語の数の多かった上位 5種を、 「楽しいJr遊びJIc 順位は入れかわるものの、特に大きな変化はない。 r楽
ついて、第 l反応語、第 3反応語までのそれぞれについてま しいjのイメージが安定しているといえよう。

とめ 検 討 し た。c)直感的な反応を示すと恩われる第 1反応語の第 4位iζ 、

1) r楽しいJの一般傾向 男女共「音楽jがあるが、「楽しいjと感ずる状況に意

「楽しいJICついて第 1反応語、第 3反応語までをまとめ 識するしない ICかかわらず「音楽Jの存在が大きなポイ

たものが表 7、表 8である。乙れを再構成すると次のように ン卜となると恩われる。

なる。 d) 男女の違いについては、男子で、第 l位の「遊びJIC 

<第 1反応語までによる一般的イメージ> 次いで、 「おもしろいJ rうれしいJと個人の主鋭的な

男子→楽しさは遊び(たとえば、音楽を聞く。スポーッ イメージがあり、女性では、「友人・友逮・ 1'I'nllJと共

をする〉にあって、おもしろいとかうれしい感情 にいるイメージがあがっている。女性にとっては、友人

を伴う。 そしてそれらとの会話が楽しさにとって欠かせない乙と

女子→楽しさは、友人や仲間1と遊び(たとえば、音楽を が類推できる。

聞いたり、ゲームをするなど)のなかにあって、 2) r遊びJの一般傾向

うれしさや明るさを伴う。 r遊びJについて第 1反応語および第 3反応語までの上位

<第 3反応語までによる一般的イメージ> 5種は、それぞれ表 9、表101L表わしたとおりである。乙れ

「一

男子→楽しさは、友人や仲間と遊び(たとえばスポーッ を再織成すると次のようになる。

をするなど ) お も し ろ く 、 う れ し い も の で ある。<第 1反応語による一般的イメージ>

女子→楽しさは、友人や仲間と遊び(たとえば、おしゃ 男子→遊びは、夜、女の子といっしょにいたり、スポー

べりをしたり、音楽を聞いたりするなど)うれし ツやゲーム IC興じる楽しいものである。

いものである。 女子→遊びは、友人や仲間と過どしたり、子供の頃を思

表 7 r楽しいjにおける、第 1反応語の

イメージ(上位 5位)

順位 男子 人数 女子

1位 遊 び 18 遊 び

人数

28 

いだしたりする楽しいものである。

<第 3反応語までによる一般的イメージ>

男子→遊びは、女の子や仲間違と酒を飲んだり、ゲーム

をしたり、 7 ージャンをしたりする楽しいもので

ある。
トー一2一一位→一一一

おもしろい 10 うれしい 16 女子→遊びは、友達や仲間とゲームに興じたり、子供の

3 位 うれしい 8 友人・仲間・友達

4 位 音 楽 7 音 楽

5 位 スポーツ 5 明るい

ゲ ー ム

表 8 r楽しいjにおける、第 3反応語までの

イメージ(上位 5位)

順位 男子 人数 女子

l位 遊 び 26 遊 び

2 位 おもしろい 13 友人・仲間・友達

3 位 うれしい 13 うれしい

12 

9 

6 

6 

人数

49 

31 

29 

4 位 友人・仲間・友達 13 おしゃべり・会話 18 
ト一一

5 位 スポーツ 13 音 楽 17 
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心を感じさせる楽しいものである。

以上の乙とから、次の特徴がみられた。

a) 第 1反応語の男女、第 3反応詰までの男子の第 l位IC

「楽しし、」があげられ、第 3反応語までの女子について

も、 「楽しいJは第 1位と数IC差がみられない乙とから、

f遊びは楽しいj という乙とが代表的なイメージである

といえよう。

b) 第 1反応語の男子 IC、他ではみられない「夜jが入っ

ており、興味深い。

c) 第 3反応語までについて、特に女子の 1位-4位まで

の反応語IC差がなく、安定したイメージを持っていると

いえよう。

d) 男子の特徴としては、第 1反応語および第 3反応語ま

でのl両方において、上位 2種は同じであるが、 3位以下



表 9 r遊びJにおける、第 1反応議の

イメージ(上位 5位)

順位 男子 人数 女子

1位 楽 し い 14 楽しい

人数

16 

2 位 女・女の子 5 友人，友達・仲間 13 

3 位 夜 5 子 供

4 位 スポーツ 3 ゲーム

5位 ケーーム 3 ままどと

ビー玉 3 

フリスピー 3 

かくれんぼ 3 

表10 r遊びJにおける‘第 3反応語までの

イメージ(上位 5位)

順位 男子 人数 女子

l 位 楽しい 21 子 供

2位 女・女の子 12 楽しい

13 

12 

8 

人数

35 

31 

3 位 ゲーム 11 友人・友達・仲間 32 

4 位 おにごっこ 7 ゲ ー ム 30 

5 位 7 ージャン 7 おにどっ乙 15 

酒 7 

友人・友達・仲間 7 

IC多い種目反応がそれぞれについて違L、がみられる。男

子の「遊び」の活動種目のイメージが多彩なことを示し

ているとみるならば、個人差のある乙とが、うかがえよ

つ。

e) 種目反応の中 11:第 1反応語では男子「かくれんぼJ、

しかしながら、 「遊びJのイメージ11:おいては、男女の特徴

が鮮明に浮き出されたと思われる。遊びは楽しいものである

という点では、同様の傾向がみられる o しかし、女子ICおい

ては、友達や仲間とゲームやおしゃべりに興じる明るいイメ

ージであるが.男子11:おいては、女の子、夜、酒というイメ

ージが入ってきている。かつて大人の遊びと言われた「飲む、

うつ、買う jの片鱗をうかがう ζ とができる。

すなわち、価値観が変存してきている現代においても、か

つて悪い遊びとされたものが、現代の若者においても具体的

なイメージとしてあがっている。彼らにおいての罪悪感につ

いては、今回はうかがい知る乙とはできないが、今後、乙の

点をさらに検討してゆく必要があるように思われる。

3 総じて、レクリエーション IC対するイメージよりも、

「遊び」のイメージの方が、より通俗性を内在しているもの

と解される。

4. 男女とも、遊び、楽しいなどのイメージの中iζ 、幼少

児体験の活動種目(鬼ごっ己、ままごと)がでている乙とは、

幼少j切のレクリエーション教育、あるいは、遊びの教育が、

いかに重要であるかを意味していると思われる。

5 男女とも、イメージの中11:r音楽Jがあがっていると

とは、現代生活における音楽の存在を物語っているものであ

り、レクリエーション指導におけるプログラムにも音楽との

かかわりが大きなポイントとして示唆されていると言えよう。

上記の結果をふまえて、今後の課題として、若者における

レクリエーションイメージの追求だけでなく、対象者を巾広

く考えていくとともに、遊びのイメージ形成が幼児期iにある

乙とから、とく 11:保母.小学校教員IC焦点をあて、彼等が遊

びIC対していかなるイメージを有するかその追求を図りたい。

女子「ままごと」となっている。第 3反応語まででは男 〔参考文献〕
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今回の研究は、 「楽しいJr遊びJ11:対してのイメージの 3) 鈴木秀雄「ゲーム IC対するイメージの比較考察j

研究であったが、乙の研究を通して、次の知見を得る ζ とが 第 2回レクリエーション学会大会発表抄録 1972

できた。 4)金崎良三「レクリエーションイメージの構造ICついてj

1.楽 しいJr遊びjのそれぞれに代表されるイメージ 第 5回レクワエーション学会大会発表抄録 1975

が、 「楽しいJ1己対して遊びが、 「遊びJ11:対して楽しいと 5) nHf.¥ 1) 

いうように、お互いに緊密関係をもっている乙とが明白であ 6) 前掲1) P 73 

る。自ij[司の研究において「レクリエーションJ11:対するイメ 7) 高橋和敏他「レクリエーション概論」不昧堂 1980

ージの代表が、楽しい遊びであった乙とをみても、乙の三者 P43-P46 

は切る乙とのできない関係であることが確認された。 8) 三隅達郎「レクリエーションJ1 DE教育選書 125

したがって、レクリエーション指導においても、指導者は 民主教育協会 1968 P14-P19 

絶えずこの三者を念頭においた指導方法、活動内容の選定11: 9) M‘チクセントミハイム 今村浩明訳

留意する必要があろう。 r楽しみの社会学」思索主1:1979 

2. 前回の研究において、レクリエーションlζ対するイメ 10) r楽しみーそのゆくえj青年心房 42号 金子書房 1984

ージに男女差があまりみられなかったと同様、今回の「楽し 11)飽戸 弘「イメージの心F哲学"J湖出版1970 P261-262 

いJ r遊びJ11:対するイメージにも大差はみられなかった。 12)前掲 7)
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